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開発機の概要 

 

1 外観 

 
図1  Q-ton Circulationの外観 

 

2 仕様 
表1  Q-ton Circulation の主な仕様 ※1 

項目 性能 

 性能 

加熱能力 ※1 40kW (最大50kW) 

COP ※1 3.3 

定格流量 ※1 6.88m3/ h 

熱源 空気熱源 

出口水温 設定範囲 40～75℃ 

流量範囲 1.72～9.63m3/ h 

使用範囲 外気温：－20～43℃ 

冷媒 R454C (GWP=146） 

法定冷凍トン 3トン未満 ※2 

外形寸法［mm］ H2048×W1350×D720 

製品重量 432kg  
 

※1 外気温：25℃（相対湿度は70%）、温水入口60℃、温水出口65℃の条件における値。 

※2 法定冷凍トン3トン未満のため高圧ガス保安法適用除外。 

  



 
 

 
 
3 開発のポイントと特長 
 

 

図2 Q-ton Circulation の開発のポイントと特長 
  



 
 

 

 

4 導入効果(試算例) 
 工場用ボイラから開発機への更新の場合 

 

      図3 年間エネルギー量            図4  年間ランニングコスト 

 

[試算条件] 
・ 温水入口温度60℃、出口温度65℃、年間を通じて40kWの熱源をガス式ボイラから開発機に代

替したランニングコスト低減効果を算出 
・ 年間運転時間3,840時間（平日のみ16時間/日） 
・ ランニングコストは名古屋地区での屋外設置を想定しています 
・ ボイラのシステム効率は50%としています 
・ 実際の運転状態によって効果は変動します 

 

以 上 

 

 


